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その日、茶の間は江戸時代

災害から身を守るために特
集



防
災
特
集
～
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
～

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

昨
年
、
浜
田
市
で
は
人
的
被
害
が
出
る

よ
う
な
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
本
各
地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。令

和
２
年
7
月
豪
雨
で
は
、
熊
本
県
球

磨
川
流
域
の
市
町
村
に
お
い
て
24
時
間
降

水
量
で
最
大
４
８
９
・
５
㎜
の
大
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
河
川
が
氾
濫
・

決
壊
す
る
な
ど
し
、
60
人
の
尊
い
命
が
犠

牲
と
な
っ
た
こ
と
は
、
記
憶
に
残
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
を
迎
え
た
節
目
の
年
で
す
。
日
本
全

国
ど
こ
で
も
災
害
は
起
き
う
る
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
焦
ら
ず

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

備
え
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
市
で
は
、

「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
「
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
全
戸
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
広
報
は
ま
だ
4
月
号
と

合
わ
せ
て
、
上
記
写
真
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
災

害
の
多
い
時
期
（
出
水
期
）
に
入
り
ま
す
。

「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
て

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
図
面
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
11

ペ
ー
ジ
以
降
）
の
洪
水
浸
水
想
定

区
域
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

は
県
の
想
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
記
入
の
結
果
、
水
平
避
難
（
立

退
き
避
難
）
の
必
要
が
あ
る
人

は
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
道
を

通
っ
て
避
難
す
る
か
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
避
難
所
に
行

く
こ
と
を
た
め
ら
う
人
も
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
避
難
所
に
行
く
こ

と
だ
け
が
避
難
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
知
人
や
親
戚
の
家
、
ホ
テ
ル
な

ど
の
安
全
な
場
所
に
行
く
こ
と
も
避

難
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
踏
ま
え
、
避
難
先
を
検
討
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
記
入
の
結
果
、
屋
内
待
機
に
な
っ

た
人
も
絶
対
安
心
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
家
に
被
害
が
な
く
て

も
、
停
電
、
断
水
な
ど
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
停
電
し
た
場

合
は
何
が
必
要
か
。
断
水
し
た
場
合

は
何
が
必
要
か
。
そ
れ
ぞ
れ
考
え
、

備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

リ
ス
ク
を
把
握
し
た
ら
、
次

は
備
え
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
水
平
避
難
（
立
退
き

避
難
）
の
た
め
の
非
常
持
出
品

の
準
備
に
つ
い
て
は
、
家
族
構

成
や
、
年
齢
な
ど
に
よ
り
各
家

庭
で
必
要
な
も
の
が
異
な
っ
て

き
ま
す
。
家
族
で
話
し
合
い
、

必
要
な
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

浜
田
地
域
、
三
隅
地
域
の
沿

岸
部
に
お
住
ま
い
の
人
は
、「
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
見
て
、

水
平
避
難
（
立
退
き
避
難
）
を

考
え
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

非
常
持
出
品
の
食
料
品
に
つ

い
て
は
、
道
路
が
通
行
で
き
な

く
な
り
、
支
援
物
資
が
届
か
な

く
な
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
最

低
１
日
分
を
準
備
し
、
玄
関
の

近
く
な
ど
い
つ
で
も
持
ち
出
せ

る
場
所
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
雨
が
降
っ
て
い
る
と
、

長
靴
を
履
く
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
長
靴
は
中
に
水
が
入

る
と
、
歩
く
こ
と
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
運
動
靴
な
ど

水
が
入
っ
て
も
動
き
や
す
い
靴
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

次
に
、
自
宅
や
周
辺
の
確
認
に

つ
い
て
で
す
。
大
雨
が
予
想
さ
れ

る
と
き
、
台
風
な
ど
で
強
風
が
予

想
さ
れ
る
と
き
な
ど
に
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
た
め
、８
ペ
ー
ジ
の「
自

宅
の
備
え
」
を
見
な
が
ら
事
前
に

点
検
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
自
宅
周
辺
の
道
路
な

ど
が
通
行
で
き
な
く
な
り
、
孤
立

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
家
で

の
備
蓄
は
7
日
分
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
自
宅
の
備
え
は
、
缶
詰
や
常

温
保
存
の
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
、

日
常
的
に
使
う
も
の
を
多
め
に

備
え
る
こ
と
で
、
日
常
的
に
食
べ

て
、
食
べ
た
ら
買
い
足
す
と
い
う

行
為
を
繰
り
返
し
、
常
に
家
庭
に

新
し
い
非
常
食
を
備
蓄
す
る
方
法

（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
）
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
で
備
蓄
す
る
こ
と
で
、

経
済
的
か
つ
賞
味
期
限
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
家
で
の
備
蓄
を
用
意

が
で
き
ま
す
。

STEP①　「我が家の避難行動」を記入してみましょう。

STEP②　「我が家の事前の備え」を考えましょう。

ハザードマップ２ページ

ハザードマップ７・８ページ
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危
険
な
状
態
に
陥
っ
た
時
、

人
間
の
心
理
と
し
て
、
危
険
な

状
態
を
正
常
と
し
て
と
ら
え
、

適
切
に
行
動
で
き
な
く
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

危
険
な
こ
と
を
認
識
し
、
事
前

の
準
備
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
助
け
と
な
る
も
の
が
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
す
。

水
平
避
難
（
立
退
き
避
難
）

が
必
要
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、
屋

内
待
機
の
人
も
避
難
先
と
な
る

自
宅
の
事
前
準
備
は
必
要
で
す
。

家
族
で
、
事
前
の
準
備
に
何

が
必
要
か
を
話
し
合
い
、
必
要

と
思
う
も
の
に
、
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ
、
追
加
す
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
家
族
の
行
動
計
画
の
欄
に

記
載
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
５
情
報
が
発
表

さ
れ
た
場
合
、
屋
外
で
の
活
動

は
非
常
に
危
険
で
す
。
自
宅
の

２
階
に
上
が
る
な
ど
、
命
を
守

る
最
善
の
行
動
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

STEP③　「我が家の避難行動計画（マイタイムライン）」を作成しましょう。

STEP④　津波ハザードマップも活用しましょう。

浜
田
地
域
、
三
隅
地
域
の
沿
岸
部
に

お
住
ま
い
の
人
は
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
、
被
災
リ
ス
ク
を
考
え
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

地
震
発
生
後
、
最
短
７
分
程
度
で
津

波
が
到
達
す
る
想
定
と
な
っ
て
お
り
、

避
難
方
法
は
、
風
水
害
と
は
異
な
り
ま

す
。津

波
に
関
す
る
注
意
報
、
警
報
な
ど

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
避
難
所
に
行

く
こ
と
よ
り
も
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

家
か
ら
高
台
ま
で
の
距
離
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
家
族
や
近

所
の
人
と
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
か
話
し

合
い
、
い
ざ
津
波
が
来
る
と
い
う
時
は
、

助
け
合
い
な
が
ら
、
高
台
ま
で
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

避
難
所
へ
は
、
地
震
が
落
ち
着
き
、

津
波
の
心
配
が
な
く
な
っ
て
か
ら
避
難

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
余
震
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
土
砂
災
害
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
倒
れ
そ
う
な
建

物
な
ど
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
ず
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

情
報
の
収
集
に

　
　
努
め
て
く
だ
さ
い

出
前
講
座
を

　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

支
援
し
て
い
ま
す

浜
田
市
で
は
、
災
害
や
事
件
・

事
故
な
ど
が
起
き
た
際
に
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能

を
活
用
し
て
、
防
災
・
防
犯
情
報

な
ど
を
文
字
情
報
で
提
供
す
る

「
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」、「
防
災

情
報Tw

itter

」
の
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
防
災
防
犯
メ
ー
ル
は
、

地
震
な
ど
緊
急
情
報
に
つ
い
て
は

24
時
間
自
動
送
信
さ
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
情
報
は
石
見
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
防
災
チ
ャ
ン
ネ
ル

や
浜
田
市
・
江
津
市
応
援
ア
プ
リ

「
い
わ
み
る
」
で
も
閲
覧
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ア
プ
リ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
情
報
を
入
手
で
き
る
準

備
を
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

令
和
３
年
度
浜
田
市
総
合
防

災
訓
練
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、

一
般
公
開
を
せ
ず
、
地
域
の
代

表
者
（
防
災
士
・
自
主
防
災
組

織
）
に
て
行
う
間
仕
切
り
な
ど

を
使
用
し
た
避
難
所
設
営
訓

練
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
実
施
予
定
日　
６
月
６
日
）

三
隅
地
域
に
お
い
て
は
、
同

日
に
、
避
難
行
動
を
伴
わ
な
い

住
民
参
加
型
の
安
否
確
認
訓
練

も
実
施
さ
れ
ま
す
。

間
仕
切
り
な
ど
を
使
用
し
た

避
難
所
設
営
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
な
く
な
っ

た
後
で
も
、
避
難
所
で
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
人
権
尊
重

の
た
め
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
間
仕
切
り
な
ど
の
設

営
に
は
、
避
難
者
全
員
の
力
が

必
要
で
す
。
訓
練
に
参
加
す
る

地
域
代
表
者
を
中
心
に
各
地
域

で
の
訓
練
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
に
あ
た
っ
て
は
、
出
前
講

座
と
し
て
、
職
員
の
派
遣
や
資

機
材
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

災
害
時
、
地
域
の
力
は
最
も
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、

自
助
及
び
共
助
で
約
９
割
の
人
が
救

助
さ
れ
、
公
助
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ

た
人
は
１
割
程
度
で
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
共

助
に
よ
っ
て
全
員
が
津
波
か
ら
助

か
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

浜
田
市
は
、
自
然
豊
か
で
四
季

折
々
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
反
面
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
地

形
か
ら
災
害
は
身
近
に
起
こ
り
う
る

と
し
て
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
で
備
え
る
組
織
と
し
て
、
自

主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
。
浜
田
市

に
お
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
設
立

に
向
け
て
の
支
援
、
設
立
後
の
災
害

備
蓄
購
入
に
関
す
る
助
成
や
活
動
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
自
治
会
や
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

・
各
支
所
防
災
自
治
課

家族で、数日先の
予定を共有する。

実家に連絡し、避
難する準備をして
もらう。

避 難 所 ま で の 経
路、交通情報を確
認する。

台風を想定した
マイタイムライ
ンの記入例

ハザードマップ９・10ページ

防
災
防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
は

次
の
登
録
用
ア
ド
レ
ス
に
件

名
・
本
文
を
入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル

を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
る
メ
ー
ル

か
ら
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

h
a
m

a
d

a
@

x
p

re
s
s
m

a
il.jp

※　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「浜田市総合振興計画後期基本計画」 を策定します

基本構想

基本計画

実施計画

年度
計画

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

R １
（2019）

R ２
（2020）

R ３
（2021）

R ４
（2022）

R ５
（2023）

R ６
（2024）

R ７
（2025）

基本構想 基本構想（10年間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基本計画 前期基本計画（６年間）
見直し 後期基本計画（４年間）

実施計画 実施計画（毎年見直し）　　　　　　　　　　　　　　　　

総合振興計画とは
　長期的な視点から市の将来像を定め、その実現に向けて計画的な行政運営を行うため、まちづくりの方向性
などを総合的、体系的にまとめた、市の最上位計画です。

総合振興計画後期基本計画と総合戦略の策定
　総合振興計画は、前期基本計画と後期基本計画で構成されており、前期基本計画が令和３年度で満了するこ
とに伴い、当市を取り巻く社会経済情勢の変化や新たな行政課題などを踏まえた計画の見直しと施策追加を行
うため、令和４年度から令和７年度を計画期間とする「第２次浜田市総合振興計画後期基本計画」を策定します。
　「浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」も令和３年度で計画期間が満了となるため、２つの計画を一本
化した総合振興計画後期基本計画を策定します。

「元気な浜田づくり市民委員会」参加者と
「浜田市総合振興計画審議会」公募委員を募集します
　この計画案の作成にあたっては、多くの市民の皆さんからの意見をいただくこととしており、その第一弾と
して「元気な浜田づくり市民委員会」参加者と「浜田市総合振興計画審議会」公募委員を募集します。
　募集の内容は、広報はまだ6月号にあわせて配布したチラシや、市ホームページをご覧ください。
　“浜田を元気にしたい”という想

お も

いをお持ちの皆さんのご応募をお待ちしています。

■元気な浜田づくり市民委員会
これからの浜田について、ワークショップなど
により、市民の皆さんと一緒に考えます。

■浜田市総合振興計画審議会
各種団体や公募などの委員25人で構成し、計画
案について協議します。

問合せ　政策企画課企画係　☎�９２００

将来像
　住みたい　住んでよかった　魅力いっぱい　元気な浜田

　～豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち～

　皆さんへのお願い

　６月１日㈫から７日㈪までの７日間は、第63回「水道週間」です。
　今年は「生活も　ウイルス予防も　蛇口から」をスローガンに、
水道水について、広く国民の理解と関心を高めてもらうため、水
道週間が実施されます。
　水道水は、「いつでも、きれいで、安心して飲める」という信
頼に応えるため、老朽化している施設や管路の維持修繕や更新、
地震などの災害対策の推進、安全・快適な水の供給確保に努めて
います。
　水道事業は、市民の皆さんに納めていただいている水道料金で
まかなわれています。これからも、水道水を安定供給するととも
に、市民の皆さんにご協力いただきながら、よりよい水道サービ
スを提供していきます。

１㈫ ～７㈪
６／

生活も　ウイルス予防も　蛇口から

水 道 週 間

美川浄水場の施設見学ができます
　美川浄水場では、個人又はグループでの見学を受け付けていま
す。ただし、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、事前
予約制としています。場内の庭園に設けた池では、市民の皆さん
から寄贈された錦鯉が泳ぎ、来場者の目を楽しませてくれます。
見学申込先・問合せ　美川浄水場　☎�０６９０

家庭の水道工事の申込みは、市の指定給水装置工
事事業者に申し込んでください

　給水装置の新設・増設・改造・修理などは、市の指
定給水装置工事事業者（市ホームページに掲載）に申
し込んでください。

検針へご協力をお願いします

　水道メーター付近に物を置かないでください。ま
た、飼い犬は出入口や水道メーターから離れた場所に
つないでおいてください。

宅内で漏水はありませんか？

　宅内で漏水した水の料金は、使用者の負担となりま
す。蛇口を全部閉めて、水道メーター文字盤について
いる銀色のパイロットが少しでも回っていれば漏水し
ています。その場合は、市の指定給水装置工事事業者
に連絡し修理してください。また、地下漏水など料金
が減免できる場合がありますので、お問い合わせくだ
さい。

長期間家を留守にするときは、バルブを閉めるか
一時中止の届出をしてください

　留守中の宅内漏水などにより、多額の水道料金が発生
する事例があります。長期間にわたって家を留守にする
場合は、水道メーター手前のバルブを閉めておくか、水
道使用の一時中止の届出をしましょう。

貯水槽水道の設置者は維持管理をお願いします

　水道法により、貯水槽水道の設置者は、清掃・点検・
検査などの維持管理を行う必要があります。貯水槽の清
掃などは、１年に１回は行ってください。

水道メーターの取替えにご協力ください

　市では、計量法に基づき、定期的に水道メーターの取
替えを実施しています。取替作業は委託業者が行い、取
替えにかかる費用は無料です。取替委託業者（名札・腕
章を着用）が伺いましたら、協力をお願いします。

凍結予防対策

　１月に大規模な凍結被害がありました。冬に備えた各
家庭での凍結予防対策について相談を受け付けます。詳
しくは、お問い合わせください。

出典（公社）日本水道協会

問合せ
　工事関係　上下水道部工務課工務係　☎�９９１０
　料金関係　上下水道部管理課料金係　☎�９９０３
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広告

広告

　市では、新たな財源の確保や市民サービスの向上に向けて、民間企業などの自由な発想
やアイディアを活

い

かして、市が保有する財産などに広告を掲載する企画提案を募集します。

　第１回提案　市公用車リアガラスを利用した広告 第２回提案　市庁舎玄関マットを利用した広告

提案型の有料広告を募集します（令和３年度）

有料広告の事例

低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）

問合せ
子育て支援課　☎�９３３１
各支所市民福祉課

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、ひとり親世帯を支援するため、
新たな給付金の支給を実施します。

給付対象者・申請手続

給付額　児童１人あたり一律５万円

申請期限　令和４年２月28日㈪

申請書は、子育て支援課、各支所市民福祉課にあります。市ホームページからダウンロードもできます。
申請書は郵送でも受け付けます。宛先：〒697-8501浜田市殿町１番地　浜田市子育て支援課

給付対象者（ひとり親） 申請
①令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けている人【支給済】 申請不要
②公的年金などを受給していることにより、令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない人

（公的年金等には、遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償などが該当します）
申請が必要です

③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、収入が児童扶養手当を受給している人と同じ水準に
なっている人

（郵送の場合、当日消印有効）

６月30日㈬までに
申請してください

浜田市中小企業者等特別応援給付金

新型コロナウイルス感染症の影響により、売上高が減少している浜田
市内の中小企業者などを支援するため、給付金を交付しています。

給付対象者
浜田市内に主たる事務所又は事業所を有する中小

企業者など
※　社会福祉法人、NPO法人など会社法での法人

以外も含みます
※　国の持続化給付金、市の中小企業応援給付金の

受給者も対象となります

給付要件
・平成30年12月31日までに創業している場合

令和２年11月から令和３年５月までのいずれかの月
（対象月）が
①【対象月の前年同月又は前々年同月の売上高】と【対

象月の売上高】を比較して20％以上減少している
②【対象月を含む直近３か月間又は６か月間の平均売

上高】と【対象月の売上高】を比較して20％以上減
少している

③【令和元年12月の売上高】と【対象月の売上高】を
比較して20％以上減少している

④【令和元年10月～12月の平均売上高】と【対象月の
売上高】を比較して20％以上減少している

・平成31年以後に新規創業し①～④の比較ができない場合
⑤【創業時に計画した売上高計画】と【対象月の売上

高】を比較して20％以上減少している

算出方法
　平成31年の年間売上高（事業収入）
　　　－（対象月の売上高×12か月）　※　上限あり

申請期限　６月30日㈬

対象月の売上高減少率 給付金（上限額）

法人
20％以上50％未満 40万円

50％以上 60万円

個人
20％以上50％未満 20万円

50％以上 30万円

申請手続
申請書は、市役所本庁舎４階市事業者支援相談窓口、

各支所産業建設課にあります。市ホームページからダ
ウンロードもできます。申請は原則郵送でお願いしま
す。予約制の相談窓口もありますので、お問い合わせ
ください。
　宛先：〒697-8501浜田市殿町１番地
　　　　浜田市商工労働課

問合せ
市事業者支援相談窓口　☎�９１５５
各支所産業建設課

給付額
平成31年１月から12月までの年間売上高から算出。

※　平成31年以後に新規創業し、１月から12月までの
年間売上高がない場合は、創業時の事業計画書の売
上高を基準とします。

新生児子育て応援金
申請書提出・問合せ
子育て支援課　☎�９３３１
各支所市民福祉課

令和３年４月以降に子どもが出生した家庭に対し、子育て応援金を支給します。
※　広報はまだ５月号に掲載した新生児子育て応援金の事業内容が変更となりました。

給付対象者
令和３年４月１日以降に生まれた子どもの父又は母

※　出生後、最初の住民登録が浜田市の子どもに限り
ます

給付要件
　次の①～③のいずれにも該当すること
①父又は母が浜田市に住民登録していること
②生まれた子どもと同居し、生計をともにしていること
③申請日以降、5年以上浜田市に住む見込みがあること

給付額

申請手続
出生後30日以内に申請書を提出してください。申請

書は、子育て支援課、各支所市民福祉課にあります。
市ホームページからダウンロードもできます。

出生児 給付額
第１子、第２子 ５万円

第３子以降 30万円

（郵送の場合、当日消印有効）

書類提出先・問合せ
　行財政改革推進課行革推進係
　☎�９１０１

提案方法
　有料広告企画提案書に必要事項を記入の上、必要書
類を添付して提案してください。
※　募集要項及び企画提案書は、市役所本庁舎２階行

財政改革推進課にあります。市ホームページからダ
ウンロードもできます。

※　提案に際しては、事前協議が必要です。

募集・受付期間
　令和４年３月31日㈭まで

募集する企画提案
　提案者自らが、広告主又は広告代理店となって広告
を掲載しようとするもの

広告掲載の対象物
　市が保有する財産（施設・公用車ほか）、印刷物など

広告の掲載期間
　最長３年（月単位も可）

広告掲載料
・年額の場合　６万円以上（税込み）
・月額の場合　５千円以上（税込み）
※　上記金額相当の印刷物などの現物提供も可能です。

市ホームページ

コールセンターもご利用ください
　厚生労働省コールセンター
　☎０１２０-４００-９０３（平日午前９時～午後６時）

※　児童扶養手当法に定める「養育者」の人も対象となります。
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相談専用フリーダイヤル
　☎０１２０-７８３-４１９

青少年サポートセンターは、ひきこもりやニート、不登校などの困難を
抱える子どもや若者の自立支援を行っています。気軽にご利用ください。

養育・教育不安の相談
青少年サポートはまだの相談員が悩みを伺います。
相談や支援が必要な人の窓口として、気軽に相談し

てください。

【相談対象】
・育児や教育などに不安のある保護者
・学校生活などに不安のある児童・生徒
・ひきこもりやニートの状態で悩みを抱えた人、又は

その家族

※　相談は無料で、秘密は厳守します。

社会参加・自立に向けた各種教室などを開催してい
ます。
・学校生活がうまくいかず、悩んでいる
・家に閉じこもりがちで、生活習慣を変えたい
・人に関わることなど、社会生活に不安があるなど、

同じ悩みを持つ人と一緒に活動してみませんか。

料金　無料（材料費などは実費）
申込み
　実施日の７日前までに、電話で申し込んでください。
※　内容や日程など、詳しくは市ホームページをご覧

になるか、お問い合わせください。

浜田市子ども・若者支援地域協議会
　関係機関などが連携して支援を実施します。

青サポ教室
陶芸・お菓子づくり・パ

ソコン・粘土細工などを、１
回１時間半から２時間、各
教室に講師を招いて実施し
ます。
青サポクラブ

屋外活動・折り紙・書き
方・絵手紙など、大きなテー
マは決まっていますが、内
容は参加者の意見を基に決
めます。

居場所の提供や自立支援
ひきこもりやニートの状態で悩んでいる人が集える

居場所の提供や、いろいろな体験をとおして社会参加
や自立に向けた支援をしています。

【施設概要】
・学習スペース　・調理室
・休憩スペース　・作業室

【自立支援活動】
・青サポ教室
・青サポクラブ
・体験教室

所在地　市役所北分庁舎２階
開所時間　午前８時30分～午後５時15分

（土・日・祝日・年末年始を除く）
問合せ・申込み　☎�０９８５・ＦＡＸ�１０８０

北分庁舎

青少年サポートセンター
北分庁舎２階浜田郵便局

←至 益田市 至 江津市→国道９号

本庁舎

東・第２東
分庁舎

西分庁舎

粘土デコ教室

折り紙クラブ

子ども・若者の
　　    自立を支援します

青少年サポートセンター

青サポ教室・青サポクラブを開催しています

青少年サポートセンター

ホームページ

情報公開制度の運用状況（令和２年度）
１　開示請求（任意開示申出を含む）
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略）

実施機関 請求件数 決定区分 取下げ全部開示 部分開示 不開示

市
長

市長公室 1 - － 1 －
総務部 29 7 21 1 -
地域政策部 4 1 3 － －
健康福祉部 13 1 10 2 －
市民生活部 4 1 3 - －
産業経済部 23 5 15 2 1
都市建設部 29 7 20 2 －
上下水道部 9 2 6 1 －

議会 　　　　　2      -      1 － 1
教育委員会 28 6 18 4 -
消防長 1 - 1 － －

合　計 143 30 98 13 2

　⑵　不開示理由
不開示該当規定 件数

第７条

第１号　法令秘情報 0
第２号　個人情報 77
第３号　法人等事業情報 44
第４号　公共安全情報 2
第５号　審議・検討・協議情報 23
第６号　事務事業情報 7

文書不存在 　　　　　　　　　19
※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上してい

ます。

個人情報保護制度の運用状況（令和２年度）
１　開示請求
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略）

実施機関 請求件数 決定区分 そのほか全部開示 部分開示 不開示
市
長

健康福祉部 1 - 1 - －
市民生活部 4 - 3 1 －

消防長 1 1 － － －
合　計 6 1 4 1 0

　⑵　不開示理由
不開示該当規定 件数

第16条 第３号　開示請求者以外の個人情報 4
第４号　法人等事業情報 1

文書不存在 1
※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上してい

ます。
２　訂正請求　なし
３　利用停止請求　なし
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い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
運
用
状
況

（
令
和
２
年
４
月
１
日

　
　
　
～
令
和
３
年
３
月
31
日
）

⑴　
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公
文
書
開
示
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
３
件

⑵　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
請
求

・
個
人
情
報
開
示
請
求　
　
　
　
６
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求　
　
　
　
０
件

・
個
人
情
報
利
用
停
止
請
求　
　
０
件

情報公開制度・個人情報保護制度
利用してください

問
合
せ　
総
務
課
法
令
文
書
係

☎
�
９
１
１
１
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♥Town Topics♥Town Topics ま ち の 　 わ だ い

呼びかけをしながら啓発グッズを配る会員

よもぎを摘む参加者

交通安全を呼びかける

テントを組み立てる

　４月６日㈫、春の全国交通安全運動にあわせて、旭地域恒例
の交通安全運動テント村が、本郷地内の県道浜田作木線で行わ
れました。
　交通事故のないまちを目指し、当日は早朝から、交通安全対
策協議会会員が、通勤途中などのドライバーに対して、「思い
やりのある運転を心がけてください」とお願いをしました。
　声をかけられた皆さんは、「交通マナーとルールを守ります」
と、笑顔で答えていました。

　４月６日㈫、交通安全啓発活動「人の目交通監視」がキヌヤ
サンプラム店前国道９号沿いで行われました。
　これは、春の全国交通安全運動期間中に毎年行っているもの
で、この日は、浜田市交通安全協会三隅支部のメンバー約100
人が参加しました。参加者は、交通安全のぼり旗や啓発標語板
を掲げ、通行する車のドライバーに交通安全啓発を行いました。
　春の全国交通安全運動では、「子どもと高齢者を始めとする
歩行者の安全確保」「自転車の安全利用の推進」などを運動重
点としています。

　３月30日㈫、今福地区３公民館連携事業で、今福小学校児童
クラブの児童と支援員や地域の人、公民館スタッフなど21人が、
上長屋の田んぼ周辺でよもぎ摘みをしました。
　この日は天気も良く、まだ小さくて柔らかいよもぎを、手や
ハサミを使ってみんなで楽しく摘み、「香りがいいね」と話し
ていました。
　摘んだよもぎは、来年の「卒業を祝う会」の時によもぎもち
にするため、湯がいて冷凍保存しました。

　３月23日㈫、弥栄女性の会の皆さんが、市と共同で防災研修
会を行いました。
　参加者は、簡易トイレの使用方法や室内用テント、段ボール
ベットの設営を体験しました。実際に体験することで、設置の
仕方だけでなく時間がどのぐらいかかるか確認していました。
　その後、住宅火災報知機や消火器の点検や交換時期の説明も
受けました。
　災害時の行動について考える良い機会となりました。

交通事故のないまちを目指して
～　交通安全運動テント村　～

あさひ

春休みの児童クラブ
～　よもぎ摘み　～

かなぎ

守ろう！交通ルール　広げよう！思いやりの輪
～　人の目交通監視　～

みすみ

もしもに備える
～　防災研修会　～

やさか

勇壮な姿を披露する「やっこ隊」

神楽衣裳に触れるメンバー

「猿の親子」を作製する

受粉の方法を真剣に聞く児童

　4月25日㈰、ふれあいジム・かなぎのグラウンドで、「石州浜っ
子春まつり」のパレードの一環である大名行列の撮影会が行わ
れ、浜田青年会議所や浜田商工会議所青年部などのメンバー30
人が衣装に身を包み、勇壮な姿を披露しました。
　今年の春まつりは、街中での出店やパレードは中止となりま
したが、事前に収録された石見神楽やよさこいなどの様子が4
月29日㈷にテレビなどで放送・配信されました。

　４月18日㈰、はりも山公園で「自然を楽しむ会」が開催され
ました。地元自治会を中心に実行委員会が企画し、チェーンソー
アートや子供神楽のほか、探検コース散策、地元産の野菜販売
が行われました。
　子供神楽「岡見てんつくてん」が雨の中、一生懸命舞う姿に
会場から声援が送られました。チェーンソーアートでは世界各
地で優勝された林隆雄さんが、里山の動物をテーマに杉丸太か
ら「猿の親子」を作製しました。５種類のチェーンソーを駆使
して、大胆かつ繊細に作製する姿に来場者は魅了されました。

４月17日㈯、石央文化ホールで、女性中心で組織する石見神
楽同好会「舞姫社中」の設立会が行われました。

これは、石央文化ホールが企画し、全国から22人の応募があ
りました。社中の名前である「舞姫」は、津和野町出身の文豪、
森鴎外の代表作に由来しています。

メンバーは、「神楽をしてみたかったが、踏み出せなかった」
「鬼を舞ってみたい」など、思い思いの意気込みを語りました。
これから１年間、練習を重ね、３月の公演に向けて取り組んで
いきます。

　４月15日㈭、旭町山ノ内梨園で、旭小学校４年生22人が、梨
の花の観察と受粉作業を体験しました。
　これは、ぼんてんという耳かきに似た道具を使って、めしべ
に花粉をつける作業で、きちんとできなければ丸い実にならな
い大切な作業のひとつです。児童は、「難しいけれどすごく楽
しい」と目を輝かせながら取り組みました。
　生産者の田村邦麿さんは、「雨が降っても雪が降っても毎日
頑張っている。農業の大変さと収穫の喜びを知って欲しい」と
熱く語られていました。

おうちで楽しむ春の風物詩
～　石州浜っ子春まつり　～

はまだ

女性の神楽同好会
～　舞姫社中設立会　～

はまだ

手づくり公園で自然満喫
～　自然を楽しむ会　～

みすみ

旭の梨のひみつを探ろう
～　旭小学校　校外学習　～

あさひ

♥Town Topics
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ウ
イ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
中
に
、

突
然
警
告
音
が
鳴
り
、「
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
ま
し
た
」
と
い
う
警
告
画

面
と
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
電
話

番
号
が
表
示
さ
れ
、
表
示
さ
れ
た
番

号
に
電
話
を
す
る
と
「
対
策
費
と
し

て
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド

を
買
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
電
子

マ
ネ
ー
カ
ー
ド
の
購
入
を
求
め
ら
れ

る
事
案
が
、
今
年
に
入
り
市
内
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
言
葉
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う

・「
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購

入
し
て
番
号
を
教
え
て
」
は
詐
欺

で
す
。
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
中
に「
ウ

イ
ル
ス
感
染
」
な
ど
の
表
示
や
警

告
音
が
鳴
っ
た
場
合
は
、
表
示
さ

れ
た
番
号
に
は
連
絡
せ
ず
に
、
パ

ソ
コ
ン
の
販
売
店
な
ど
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
カ
ー
ド
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い

る
」
～
不
審
電
話
に
ご
注
意
を

　

家
電
量
販
店
を
名
乗
る
人
か
ら

「
当
店
で
あ
な
た
の
カ
ー
ド
で
買
い

物
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
」、「
不
正
利
用
さ
れ
て
い
る
覚
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
電
話
が

あ
り
、
そ
の
後
、
警
察
官
を
名
乗
る

人
か
ら
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
不
審
電
話
が
架
か
っ
て
く
る

と
い
う
事
案
が
県
内
で
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
不
正
に
利

用
さ
れ
た
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
行

く
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺
に
発
展
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
お
金
に
関
す
る

電
話
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
判
断
せ

ず
に
家
族
や
友
人
、
警
察
署
又
は

警
察
相
談
専
用
電
話
「
＃
９
１
１

０
」
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　
カ
ー
ド
は
、
知
ら
な
い
人
に
渡
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
の
市
内
で
の
特
殊
詐
欺
被

害
状
況

被
害
件
数　
７
件（
前
年
比
２
件
増
）

被
害
総
額　
約
５
４
２
万
円

（
前
年
比
約
４
９
２
万
円
減
）

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は
？

　
こ
の
制
度
は
、
適
切
な
応
急
手
当

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
有
す

る
事
業
所
な
ど
を
「
ま
ち
か
ど
救
急

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
認
定
し
、

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重

篤
な
傷
病
者
が
発
生
し
た
際
の
救
命

率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

社
会
貢
献
を
高
く
評
価
し
、
地
域
に

お
け
る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
認

定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

　
本
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
で
、
次
の

３
つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業

所
に
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

認定された事業所には、
表示証が提示されています

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

浜
田
市
で
は
、
４
月
に
新
た
に
11

事
業
所
を
認
定
し
、
全
部
で
１
８
２

事
業
所
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業

所
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
置

場
所
の
地
図
も
、
随
時
更
新
し
て
い

ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
11
事
業
所

（
順
不
同
）

・
㈱
浜
田
建
設
会
館

・
イ
ワ
タ
ニ
島
根
㈱
浜
田
支
店
浜
田

L
P
G
セ
ン
タ
ー

・
橋
本
商
店
㈱
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
事
業

部
・
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
所
花

あ
か
り

・
那
賀
運
送
有
限
会
社

・
浜
田
税
務
署

・
浜
田
市
役
所

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
企

画
係　
☎
�
５
１
６
７

・
浜
田
市
金
城
支
所

・
浜
田
市
旭
支
所

・
浜
田
市
弥
栄
支
所

・
浜
田
市
三
隅
支
所

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度

の
効
果
は
？

　
認
定
事
業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
の
技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
処

置
な
ど
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の

向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
緊
急
時
は
、
近
く
の
認
定
事
業
所

な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
に
備
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
住
ま
い
の
地
域
周
辺
の

A
E
D
配
置
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新たに認定された事業所
AEDマップ

市長日記元気な浜田をつくります （令和３年４月）

島根県市長会定例会において、県市長会
会長に就任しました（４月30日）

ポルセイド浜田からFリーグ2021/2022
ディビジョン２開幕の報告を受けました
（４月28日）

浜田商工会議所青年部から市内の小中学

校及び図書館へ書籍の寄贈を受けました

（４月26日）

浜田亀山ライオンズクラブから、子育て
支援センターへ「ソフトプレイガーデン
ハウス」の寄贈を受けました（４月26日）

ベルガロッソ浜田から今シーズンの状況
についての報告を受けました（４月21日）

女子神楽同好会「舞姫社中」設立会に出
席しました（４月17日）

医療関係者を対象に新型コロナウイルス
ワクチン接種に関する説明会を開催しま
した（４月13日）

石州浜っ子春まつりのパレード撮影に参
加しました（４月11日）

「島田康夫顕彰碑」テープカット式典、
「県大千本桜」観桜会スタンプラリーに
出席しました（４月10日）

春の全国交通安全運動総決起大会に出席し、市役所前の国道９号で交通安全の啓発活動を行いました（４月６日）

浜田市基幹相談支援センター開所式に出
席しました（４月１日）

吹奏楽指導者で、活水女子大学の元特任
教授の藤重佳久さんを地域おこし協力隊
に委嘱しました（４月１日）
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安
全
安
心

生
活・環
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住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
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子
育
て

健
康・福
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保
険・医
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化・ス
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
１
８
８
を
ご
存
知
で
す
か

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
近
く
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
消
費
生
活
相
談

窓
口
を
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

費
生
活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手

伝
い
す
る
も
の
で
す
。（
年
末
年
始

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
除
き
ま

す
）

「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

や
、「
助
成
金
が
あ
る
の
で
個
人
情

報
や
口
座
情
報
を
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

６月側溝消毒予定表
日 曜 場所
１ 火 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
２ 水 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
３ 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
７ 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
8 火 殿町１～５、田町２～５
9 水 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
10 木 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
14 月 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
15 火 蛭子町、 栄町、 片庭町
16 水 港町１～４
17 木 京町、高田町、清水町、真光町
21 月 原町、瀬戸見町、元浜町
22 火 原井町
23 水 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
24 木 長沢町１
28 月 長沢町２～５・７・８
29 火 生湯町１～４
30 水 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施するこ

とがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

症
の
感
染
拡
大
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ

ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電

話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談

員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

住

宅

住
居
確
保
給
付
金
を
給
付
し

ま
す

　
離
職
、
や
む
を
得
な
い
休
業
な
ど

に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
、
住
居
を

喪
失
し
た
り
、
喪
失
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
人
に
対
し
、
家
賃
相
当
額
を
給

付
し
ま
す
。

※　
家
主
へ
の
直
接
給
付
と
な
り
ま

す
。
収
入
・
資
産
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
内
容
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

給
付
額
（
月
額
上
限
）

　
３
９
０
０
０
円
（
２
人
世
帯
の
場

合
）

期
間　
原
則
３
か
月
間

問
合
せ

・
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
あ
ん
し

ん
相
談
窓
口　
☎
�
１
７
５
５

・
地
域
福
祉
課
保
護
係

　
☎
�
９
３
０
１

産

業

地
域
活
性
化

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却

を
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
地
震
に
よ
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぎ
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
通
学

路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
と

フ
ェ
ン
ス
な
ど
へ
の
建
替
え
に
対

し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
事
業

　
通
学
路
に
面
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
危
険
な
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
、
れ
ん
が
造
、
石
造
な
ど
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
全
て
除
却
す
る
も
の

フ
ェ
ン
ス
な
ど
へ
の
建
替
え
事
業

　
右
記
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
全
て
除
却

し
た
場
所
に
金
属
製
フ
ェ
ン
ス
、
板

塀
、
生
垣
な
ど
を
設
け
る
も
の

※　
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
だ
け
で

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀

へ
の
建
替
え
も
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
は

　

補
助
の
対
象
と
な
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
と
は
、
⑴
か
⑵
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

⑴
国
が
示
す
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点

検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
1

つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
の
付
い
た
も
の

⑵
一
級
建
築
士
な
ど
の
有
資
格
者
が
、

不
適
合
箇
所
が
あ
る
と
認
め
た
も

の
補
助
金
額　
補
助
金
額
は
、
⑴
～
⑶

の
最
も
低
い
金
額
で
す
。（
千
円

未
満
は
切
り
捨
て
）

⑴
補
助
対
象
事
業
費
の
３
分
の
２

⑵
補
助
対
象
事
業
費
の
１
ｍ
単
価
が

５
万
３
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

１
ｍ
単
価
５
万
３
千
円
と
し
た
額

⑶
20
万
円

受
付
期
間　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
工

事
に
着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
が
予
算
額
に
達
し
た
場
合

は
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要

な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
建
築
住
宅
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指

導
係　
☎
�
９
６
３
２

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

浜
田
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
、

４
月
１
日
付
け
で
次
の
人
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
、
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

坂
本
道
子
（
浜
田
地
域
担
当
）

牛
尾
聖
次
（
浜
田
地
域
担
当
）

杉
田
雅
弘
（
金
城
地
域
担
当
）

田
村
邦
麿
（
旭
地
域
担
当
）

賀
戸
重
幸
（
弥
栄
地
域
担
当
）

冨
金
原
完
（
三
隅
地
域
担
当
）

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
有
識
者
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
す
。

定
期
的
に
、
市
役
所
な
ど
で
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の

行
政
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関

に
対
す
る
改
善
の
申
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
は
ま
だ
」
の
別
紙
「
は
ま
だ

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
島
根
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０

生
活
・
環
境

６
月
５
日
は
環
境
の
日

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　
環
境
の
日
及
び
環
境
月
間
は
、
１

９
７
２
年
の
「
国
連
人
間
環
境
会

議
」を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
、毎
年
、

全
国
各
地
で
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
、
各
地

域
で
の
市
民
一
斉
清
掃
を
実
施
さ
れ

て
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
一
斉
清
掃
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
町
内
会
で
の
清
掃
に
合
わ
せ
、
ア

パ
ー
ト
・
社
宅
に
住
ん
で
い
る
人
も

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
や
ア
パ
ー
ト
管
理
者
は
、
従
業

員
や
入
居
者
の
皆
さ
ん
に
積
極
的
な

参
加
の
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
町
内

清
掃
な
ど
の
実
施
時
に
お
け
る
状
況

な
ど
を
十
分
考
慮
い
た
だ
き
、
柔
軟

な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係　

　
☎
�
９
４
３
０

問合せ　環境課くらしと環境係　☎�９４２０

環 境 コラムコラム

エアコンは10年を目安に買替えを検討しませんか？

　家電製品の省エネ化は毎年進んでいます。今やエア
コンの普及率は90%を超え、一家に1台以上の家庭も
増えています。皆さん、お持ちのエアコンはいつ購入
しましたか？

　内閣府の調査によると、２人以上の世帯でエアコン
の平均寿命は13.2年となっており、10年程度でエアコ
ンを買い替えています。
※　内閣府消費動向調査　主要耐久消費財の買替え状
　況（２人以上の世帯）（令和３年３月現在）より）

※　冷暖房兼用・壁掛け型・冷房能力2.8kW・寸法
規定クラス

※　一般財団法人家電製品協会「2020年度版スマート
ライフおすすめBOOK」より引用

年間電気代が約4510円お得になります

期間消費電力量（kWh/年）

使い方ひとつで電気代のムダが省けます
１　室内温度は適温に
　　暖房は１℃低め、冷房は１℃高めで、それぞれ　

約10%の省エネになります。
２　フィルターの掃除はこまめに
　　フィルターの目づまりは、冷暖房効果を弱め、約
　５～10%電気をムダ使いすることになります。
３　窓にカーテン・ブラインドを
　　夏の場合、直射日光を防ぐと５%の省エネになり
　ます。
４　タイマーを有効に
　　タイマーを活用して必要な時間だけ運転しましょう。
５　室外機のまわりをふさがずに
　　室外機の吸出口に物を置いてふさぐと、冷暖房効
　果を弱め必要以上に電気を消費します。

約17％省エネ

2009年 2019年

10年前と最近の平均電気代を比較すると・・・

1617 広報はまだ：令和３年６月号広報はまだ：令和３年６月号



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

※　
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
ま
す
の

で
、
可
能
な
限
り
郵
送
で
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

添
付
書
類

⑴
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写

し
※　
国
民
年
金
加
入
者
は
、
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（２）
そ
の
ほ
か
、
状
況
に
よ
り
別
途
提

出
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
支
給
日

６
月
７
日
㈪
、
10
月
７
日
㈭
、
令

和
４
年
２
月
７
日
㈪

提
出
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
政
策
係　

　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

浜
田
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
開
設
し
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら
浜
田
市
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。地

域
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
が
あ

る
人
や
そ
の
家
族
、
支
援
者
の
悩
み

事
や
困
り
事
に
つ
い
て
、
経
験
豊
富

な
専
門
員
が
相
談
に
応
じ
、
解
決
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
、

関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
や
調
整
な
ど

を
行
い
ま
す
。

開
設
場
所　
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
せ
い
わ
３

号
館
（
港
町
２
９
４
‐
11
）

開
設
日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
休
業
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※　
時
間
外
・
休
日
に
つ
い
て
も
、

緊
急
時
は
24
時
間
対
応

問
合
せ　
浜
田
市
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
運
営
受
託
先　
社
会
医

療
法
人
清
和
会
）
☎
�
８
１
１
５

特
定
健
康
診
査（
健
康
診
査
）・

前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す

期
間　
６
月
１
日
㈫
～
11
月
30
日
㈫

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
状
況
、
医
療
供
給
体
制
を

み
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

場
所　
受
託
医
療
機
関

※　
対
象
者
に
送
付
し
た
表
で
医
療

機
関
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）

年
に
１
度
は
体
の
点
検
を
行
い
、

生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
し
ま
し
ょ

う
。40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
加

入
す
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
特

定
健
康
診
査
を
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
は
、
島
根
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
す
る
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
受
診
方
法

（１）
対
象
と
な
る
人
に
は
、
特
定
健
康

診
査
（
健
康
診
査
）
受
診
券
が
医

療
保
険
者
か
ら
届
き
ま
す
。

※　
次
の
人
に
は
受
診
券
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
今
年

度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
予
定
の
人

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予
定
の
人

③
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
人

（２）
送
付
さ
れ
た
受
診
券
や
案
内
を
確

認
し
、
指
定
の
医
療
機
関
又
は
集

団
健
診
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の　
受
診
券
・
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、

質
問
票

※　
健
康
手
帳
、
前
年
度
の
受
診
結

果
票
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

自
己
負
担
金　
浜
田
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者　
無
料

※　
こ
の
ほ
か
は
加
入
す
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
加
入
す
る
医
療
保
険
や
個
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※　
午
前
中
に
受
診
す
る
人
は
朝
食

を
食
べ
ず
に
、
午
後
受
診
す
る
人

は
昼
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※　
今
年
度
は
「
集
団
健
診
」
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
広
報
は
ま
だ

４
月
号
と
同
時
配
布
し
た
令
和
３

年
度
各
種
健
（
検
）
診
日
程
表
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
が
ん
検
診

　
血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検
査

で
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
50

歳
以
上
の
男
性

持
参
す
る
も
の　
健
康
手
帳
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料

※　
同
じ
年
度
内
で
複
数
回
受
診
し

た
場
合
、
２
回
目
以
降
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
一
生
涯
で
１
回
受
け

れ
ば
良
い
検
査
で
す
。
血
液
検
査
に

よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
２
種
類

の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
券
が
送

付
さ
れ
た
人
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人

持
参
す
る
も
の　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
受
診
券
、
問
診
票

※　
健
康
手
帳
が
あ
れ
ば
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料

※　
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
医
療
機
関
又
は
健
康
医
療
対

策
課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口

で
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

健
康
・
福
祉

子

育

て

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

現
在
の
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当

の
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
、
６

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
期
限
内
に
必
ず
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
６
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

※　
受
給
中
の
人
に
は
６
月
１
日
に

案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※　
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
泥
を
き
ち
ん

と
落
と
し
、
金
属
な
ど
の
異
物
を

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※　
回
収
袋
に
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
誤
っ
た
分
別
例
：
肥
料
袋
と
黒
マ

ル
チ
を
一
緒
に
入
れ
る
。
ハ
ウ
ス

ビ
ニ
ー
ル
と
マ
イ
カ
ー
線
を
一
緒

に
入
れ
る
）

問
合
せ　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部
経
済
課

　
☎
�
１
１
２
８

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
肥
料
、
飼
料
な
ど
の
ポ
リ
袋
、

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

（
農
ポ
リ
）、農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
フ
ィ
ル
ム（
農
ビ
）、畦
畔
板（
畦

畔
シ
ー
ト
）、
農
薬
空
容
器
、
育

苗
箱

日
時　
６
月
16
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
～
10
時

場
所　
旧
Ｊ
Ａ
下
府
支
所
、
旭
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
、
弥
栄
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー

日
時　
６
月
17
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
～
10
時

場
所　
金
城
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
三

隅
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
江
津
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー

※　
右
記
以
外
で
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
住
所
地
以
外
の
地
区
へ
の

持
込
み
は
可
能
で
す
。

料
金　

回
収
袋
20
㎏
・
排
出
用
ス

テ
ッ
カ
ー
は
１
０
０
０
円
（
税

込
）、
回
収
袋
10
㎏
は
５
０
０
円

（
税
込
）
で
す
。
Ｊ
Ａ
各
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

※　
当
日
は
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
農
薬
空
容
器

は
、
洗
浄
し
、
空
を
確
認
す
る
た

め
底
を
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
を
行
い
ま
す

税
務
・
納
税

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康

保
険
料
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康
保
険

料
の
決
定
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
市
民
税
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
を
踏
ま
え
、
開
設
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
間　
６
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮

（
土
・
日
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場

市
民
税
県
民
税

・
市
役
所
第
２
東
分
庁
舎
１
階

国
民
健
康
保
険
料

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
⑥
番
窓
口

※　
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
も
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ

・
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
�
９
２
３
１

・
保
険
年
金
課
賦
課
給
付
係

　
☎
�
９
４
１
３

　
失
業
や
事
業
不
振
な
ど
に
よ
り
納

税
（
納
付
）
が
困
難
な
場
合
に
は
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
、
市
民
税
県
民

税
又
は
国
民
健
康
保
険
料
が
減
額
で

新
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書

を
発
行
し
ま
す

新
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
（
令

和
２
年
１
月
か
ら
12
月
の
所
得
の
証

明
）
を
発
行
し
ま
す
。

新
年
度
の
所
得
・
課
税
証
明
書
が

発
行
で
き
る
の
は
、
原
則
令
和
３
年

１
月
１
日
現
在
、
浜
田
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人
と
な
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
し
た
場
合
は
、

窓
口
で
取
得
す
る
よ
り
も
、
手
数
料

が
１
０
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

発
行
開
始
日　
６
月
１
日
㈫

発
行
窓
口

①
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

②
市
役
所
本
庁
舎
２
階
税
務
課

③
各
支
所
市
民
福
祉
課

④
行
政
窓
口
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー

時
間

①
～
③
平
日
開
庁
時

④
行
政
窓
口
の
あ
る
各
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

手
数
料　
１
通
３
０
０
円

必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
委
任
状
（
家
族
、
親
族
の
場
合
で

あ
っ
て
も
世
帯
主
が
違
う
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
）

コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
得

利
用
で
き
る
店
舗

全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ロ
ー
ソ
ン
（
ロ
ー
ソ
ン
・
ポ
プ
ラ
を

含
む
）・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

※　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
し
て

あ
る
店
舗
の
み
と
な
り
ま
す
。

時
間　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
・
保
守

点
検
日
な
ど
を
除
く
）

手
数
料　
１
通
２
０
０
円

必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
得
は
、
取
得

日
現
在
、
浜
田
市
に
住
民
登
録
し

て
い
る
人
で
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ

れ
た
本
人
の
み
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ　
税
務
課
税
制
係

☎
�
９
２
３
０

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
浜
田
市
独
自
の
政
策
と
し
て
、

世
帯
主
と
国
保
加
入
者
が
非
課
税

の
世
帯
に
属
す
る
23
歳
未
満
の
国

保
加
入
者
の
保
険
料
均
等
割
を
全

額
減
免
し
ま
す
。
対
象
と
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
県
民
税

・
税
務
課
市
民
税
係

☎
�
９
２
３
１

国
民
健
康
保
険
料

・
保
険
年
金
課
賦
課
給
付
係

　
☎
�
９
４
１
３

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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活・環
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業・地
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性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
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保
険・医
療・年
金

人
権
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育・文
化・ス
ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

国際交流員コラム

Thank you!! 浜田の思い出

　皆さん、お久しぶりです。国際交流員のジョアン
ナです。
　夏が近づいて、気温も暖かくなりましたが、皆さ
んはどう過ごしていますか？
　私が浜田に来てから、もうすぐ３年が経ちます。
本当にあっという間でした！
　ハロウィンやクリスマスの交流会、英語講座、料
理教室などのイベントをとおして、多くの市民の皆
さんと交流できました。市内の学校でもたくさんの
子どもたちに出会えました。夏休み中に放課後児童
クラブの訪問、冬には保育園で餅つきをして、とて
も楽しかったです。
　また、ブータン王国との交流事業ではブータンの
美術教師が浜田に来られた際に通訳として同行しま
した。ブータンの人と交流するのが初めてだったの
で、この事業に協力できて良かったです。
　観光関連の事業の参加も多かったです。夏にはク
ルーズ船の通訳を行ったり、外国人向けのモニター
ツアーにも協力しました。京都の祇園祭りでは石見
神楽の演目を英語で紹介して、多くの外国人に神楽
の良さを伝えることができました。外務省の車座ふ

るさとトークのパネリストとして参加して、新聞や
テレビ番組、世界に放送されるNHK Worldラジオ
にも出演しました！色々な方法で浜田市の魅力を伝
えることができてうれしいです。
　また、最近スマートガイドという観光音声ガイド
が浜田市内の各観光地で展示されていますので、機
会があれば皆さんもQRコードをスキャンして、英
語の音声ガイドを聞いてみてください。私の声が収
録されていますよ～。
　７月末で浜田から離れてしまい、寂しい気持ちも
ありますが、人生の次のステップに進むことを楽し
みにしています。今まで様々な場面で応援してくだ
さってありがとうございます。浜田市の英語圏国際
交流員の間に出会った大切な
友人たち、職場でお世話にな
った人たち、そしてこの３年
間の中で市民の皆さんと一緒
に作った思い出は一生忘れな
い、心の中にある大事な宝物
です。また会える日を楽しみ
にしています。

ジョアンナ　ディクソン

　市では、第３次浜田市食育推進計画を策定し、市
民の皆さんが食に関する知識や食を選択する力を身
に付け、健全で心豊かな食生活が実践できるよう、
関係団体と連携して「食育」の取組を推進します。
　地域には、角寿司やうずめ飯、さばの煮食いなど、
昔から伝えられ、食されてきた素晴らしい郷土料理
が数多くあります。浜田の味、地域の味、家庭の味
など、自然の恵みにあふれた浜田の食文化を次世代
に継承していく取組が必要です。
　クックパッド公式キッチン「浜田市びぃびくん食
堂」では、浜田の食材を使った健康づくりに役立つ

６月19日は食育の日です
～おいしく・たのしく・豊かな食で人と人をつなぐ食育～

今年度の重点目標
　「浜田の食文化を伝えましょう」

角寿司

108のレシピを掲載しています。
　今年度は、浜田の郷土料理なども掲載予定ですの
で、ぜひご活用ください。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１

食 育 コラムコラム

うずめ飯

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
で
の
戦

没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人

を
除
く
）・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
・
甥
姪
・
参
加
遺
族
（
子
・
兄

弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
人

実
施
地
域　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
・
硫
黄
島
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど

※　
相
手
国
の
都
合
な
ど
に
よ
り
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
・
定
員
な
ど　
実
施
地
域

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
旅
費
は
参
加
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
国
か
ら
お
お
む
ね
３
分

の
１
程
度
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
同
行
す
る
介
助
者
に
は
、
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上59歳までの女性
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。

実施期間
江木医院
令和４年２月28日㈪まで
浜田医療センター内　健診センター
令和４年２月28日㈪まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１
予約受付時間　8：30～12：00
　　　　　　　　　　　　 14：00～17：00	
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００
予約受付時間　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 ９：00～　9：30
検査時間　10:00～

・検診当日は体温測定をして、発熱・咳など体調不
　良の場合は、受診をお控えください。
・受診の際は、マスクの着用をお願いします。
・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、2回目
　以降全額自己負担となります。
（子宮頸がん検診のHPV検査と妊婦健診のHPV検
　査も重複の対象になります）
・全てのがん検診の結果は市へ報告されます。
問合せ
　　　健康医療対策課健康づくり係　☎�９３１１

６月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）　対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎�９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課

実施日 受付時間 会　場

６月６日㈰ 8:00～11:00 浜田市役所13:00～14:00
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶

食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎�７７００
申込受付時間　10:00～

実施期間
令和４年２月28日㈪まで
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）

実施日 受付時間 会　場

６月23日㈬ 9：00～11：30 美川まちづくりセンター
13：30～15：00 浜田まちづくりセンター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

結核肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。

実施日 受付時間 会　場

６月６日㈰ 8:00～11:00 浜田市役所13:00～14:00

2021 広報はまだ：令和３年６月号広報はまだ：令和３年６月号



安
全
安
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活・環
境
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宅
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性
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税
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税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権
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育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
料

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
を

算
定
し
、
決
定
通
知
書
を
６
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人
は
、
前
半
（
４
月
・
６

月
・
８
月
）
が
前
年
度
の
所
得
を
基

所得段階 該当者 年間保険料

第１段階
生活保護を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円以下の人

23,760円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円を超え120万円以下の人 39,600円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が120万円を超える人 55,440円

第４段階
本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円以下の人（世帯内に住民税課税者がい
る場合）

71,280円

第５段階
本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円を超える人（世帯内に住民税課税者が
いる場合）

79,200円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人 95,040円
第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上

160万円未満の人 110,880円

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が160万円以上
200万円未満の人 126,720円

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上
300万円未満の人 142,560円

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上
500万円未満の人 158,400円

第11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上
700万円未満の人 178,200円

第12段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が700万円以上の人 198,000円

に
計
算
し
た
仮
徴
収
、後
半（
10
月・

12
月
・
２
月
）
が
今
年
度
の
所
得
を

基
に
計
算
し
た
本
徴
収
で
、
本
徴
収

は
決
定
し
た
１
年
分
の
保
険
料
か
ら
、

仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を
年
度

の
後
半
で
納
め
る
計
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
人決

定
し
た
介
護
保
険
料
の
年
額
を

６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
年
10
回
で
納

め
ま
す
。
口
座
振
替
の
申
込
み
を
し

て
い
る
人
は
、
６
月
か
ら
３
月
ま
で

の
毎
月
末
日
（
12
月
は
28
日
、
月
末

日
が
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）
に
指
定
の
口
座
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　
風
水
害
や
火
災
な
ど
で
被
災
し
た

人
や
、
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維

持
す
る
人
が
死
亡
・
失
業
・
事
業
を

廃
業
し
た
こ
と
な
ど
で
生
活
が
著
し

く
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
保
険

料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
減
免
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

低
所
得
者
保
険
料
軽
減

令
和
元
年
10
月
以
降
の
消
費
税
増

税
分
を
財
源
に
、
保
険
料
段
階
第
１

段
階
～
第
３
段
階
の
人
を
対
象
に
保

険
料
の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
表

中
の
「
年
間
保
険
料
」
は
軽
減
後
の

額
で
す
）

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

と
き
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が
免
除
又

は
猶
予
（
先
延
ば
し
）
さ
れ
る
制
度

で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

免
除
の
種
類
は「
全
額
免
除
」・「
４

分
の
３
免
除
」・「
半
額
免
除
」・「
４

分
の
１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
条
件
は
、本
人・世
帯
主・

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
る
こ
と
で
す
。

保
険
料
の
納
付
猶
予
制
度
（
20
歳
以

上
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）

本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
全
額
免

除
の
範
囲
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付

７
月
１
日
㈭
か
ら
（
令
和
３
年
７

月
か
ら
の
免
除
・
猶
予
申
請
分
）

※　
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請

時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の

期
間
）
の
場
合
は
、
遡
っ
て
免
除

な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
。（
学
生

納
付
特
例
も
同
様
で
す
）

申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

（
失
業
な
ど
に
よ
る
申
請
の
場

合
）

※　
免
除
又
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら

追
納
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
１

保
険
・
医
療

年

金

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥加入健康保険
⑦受診希望日時・会場名

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市健康医療対策課

「巡回総合ドック」係

歯
周
疾
患
検
診

実
施
期
間　
決
定
通
知
日
～
11
月
30

日
㈫

会
場　
市
内
歯
科
医
院
（
別
途
通
知

し
ま
す
）

申
込
期
間

　
６
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮
必
着

自
己
負
担
金
（
ド
ッ
ク
の
受
診
日
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
20
～
39
歳　
３
０
０
０
円

・
40
～
74
歳　
８
０
０
０
円

検
査
委
託
機
関

・
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

・
歯
周
疾
患
検
診
は
市
内
歯
科
医
院

検
査
項
目

全
年
齢
対
象

・
問
診
、
血
圧
測
定
、
身
体
計
測
、

心
電
図
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査

（
肝
臓
・
腎
臓
・
す
い
臓
・
胆
の

う
・
脾
臓
）、
血
液
検
査
（
白
血

球
、
赤
血
球
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト
、血
小
板
）・生
化
学（
肝

機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
血
中

脂
質
検
査
、
血
糖
検
査
、
痛
風
検

査
）、
尿
検
査
（
蛋
白・糖・潜
血
）、

内
科
診
察

・
歯
周
疾
患
検
診
（
別
途
医
療
機
関

へ
受
診
が
必
要
で
す
）

40
～
74
歳
対
象

・
胃
部
バ
リ
ウ
ム
検
査
、
胸
部
Ｘ
線

検
査
、
便
潜
血
検
査
、
前
立
腺
疾

患
検
査
（
50
歳
以
上
男
性
）

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
②
氏
名
③
性
別
④

生
年
月
日
⑤
日
中
連
絡
先
電
話
番

号
⑥
加
入
健
康
保
険
⑦
受
診
希
望

日
時
・
会
場
名
（
第
１
希
望
、
第

２
希
望
の
日
程
及
び
、
希
望
時
間

は
、
午
前
・
午
後
・
い
つ
で
も
可

の
い
ず
れ
か
）
を
必
ず
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※　
希
望
日
時
に
沿
え
な
い
場
合
や

応
募
が
少
な
い
場
合
は
、
計
画
変

更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
健

康
医
療
対
策
課
「
巡
回
総
合
ド
ッ

ク
」
係

実施日・会場・定員
実施日 会　場 定員

８月５日㈭ 三隅保健センター 30人
８月６日㈮ 20人
９月10日㈮ ふれあいジム・かなぎ 40人
９月14日㈫ 弥栄会館 20人
９月15日㈬ 総合福祉センター 40人
９月28日㈫ 旭保健センター 30人
９月29日㈬ 都川高齢者活動促進センター 20人

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な

ど
の
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

生
活
改
善
を
目
的
と
し
て
、「
巡
回

総
合
ド
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。
短
時

間
（
約
1
時
間
）
で
、
い
ろ
い
ろ
な

検
査
が
受
け
ら
れ
る
う
え
、
歯
科
医

院
で
の
歯
周
疾
患
検
診
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
（
昭
和
22

年
４
月
１
日
～
平
成
14
年
３
月
31

日
生
）
の
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ

る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
ほ
か
の
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
な

い
人
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
の
助
成
を
受
け
な
い
人

は
が
き
の
記
入
例

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

巡
回
総
合
ド
ッ
ク

注
意
事
項

※　
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

※　
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２
人

以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効
と

な
り
ま
す
。

※　
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　
こ
の
ド
ッ
ク
は
浜
田
市
国
保
加

入
者
の
特
定
健
診
と
同
等
健
診
と

し
て
扱
い
ま
す
。
抽
選
で
当
選
し

た
場
合
、
特
定
健
診
受
診
券
の
返

却
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
大
事

に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
健
診
結
果
か
ら
特
定
保
健

指
導
の
案
内
や
医
療
機
関
受
診
勧

奨
な
ど
の
案
内
が
届
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※　
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
に
は
、
胃
が

ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
（
男
性
の
み
）
の
検
査
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
巡
回
総
合

ド
ッ
ク
を
受
け
た
以
降
、
同
じ
が

ん
検
診
を
受
け
た
場
合
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※　
既
に
歯
周
病
な
ど
で
治
療
中
の

場
合
、
歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
る

必
要
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
も
自
己
負
担
金
は
同
額

と
な
り
ま
す
。

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
６
月
下

旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

※　午前・午後実施、９月10日㈮は午後のみ
実施

クックパッド 浜田市公式キッチン
「浜田市びぃびくん食堂」

問合せ　健康医療対策課健康づくり係 ☎�９３１１

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
６
月
10
日
㈭

以
降
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
三
隅
）

㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）　

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会

　
　
　
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

日
時　
６
月
９
日
㈬
・
７
月
14
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

日
時　
６
月
18
日
㈮　
午
前
10
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継
続

相
談
か
ら
有
料
）

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

及
び
狩
猟
免
許
試
験

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

日
時
・
場
所

・
６
月
13
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

・
６
月
６
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分　
江
津
市
総
合
市
民
セ

ン
タ
ー
（
江
津
市
）

・
６
月
27
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後

３
時
30
分　
川
本
合
同
庁
舎
（
川

本
町
）

申
込
み　
各
受
講
日
の
10
日
前
ま
で

に
申
込
書
を
島
根
県
猟
友
会
へ

☎
０
８
５
２
�
４
１
２
９

狩
猟
免
許
試
験

日
時
・
場
所

・
６
月
27
日
㈰　
午
前
９
時
～

浜
田
合
同
庁
舎

・
６
月
20
日
㈰　
午
前
９
時
～

益
田
合
同
庁
舎
（
益
田
市
）

・
７
月
10
日
㈯　
午
前
９
時
～

川
本
合
同
庁
舎
（
川
本
町
）

申
込
み　
各
試
験
日
の
10
日
前
ま
で

に
申
込
書
を
島
根
県
農
林
水
産
総

務
課
鳥
獣
対
策
室
へ

☎
０
８
５
２
�
５
１
６
０

資
格・試
験

消
防
設
備
士
試
験

試
験
の
種
類
と
受
験
資
格

・
甲
種
の
全
類　
法
令
の
定
め
に
よ

る
資
格
を
有
す
る
者

・
乙
種
の
全
類　
資
格
の
制
限
な
し

日
時　
８
月
８
日
㈷

場
所　
浜
田
市
・
松
江
市

料
金甲

種　
５
７
０
０
円

乙
種　
３
８
０
０
円

申
込
み　
６
月
７
日
㈪
～
21
日
㈪
に

申
込
書
で
、
又
は
６
月
４
日
㈮
午

前
９
時
～
18
日
㈮
午
後
５
時
に
電

子
申
請
で
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
島
根
県
支
部
へ

☎
０
８
５
２
�
５
８
１
９

消
費
生
活
相
談
員
資
格
試
験

第
一
次
試
験

10
月
16
日
㈯　
全
国
20
か
所

第
二
次
試
験

12
月
11
日
㈯　
札
幌
・
東
京
・

　
　
　
　
　
　
　
名
古
屋

12
月
12
日
㈰　
大
阪
・
福
岡

料
金　
１
４
３
０
０
円

申
込
み　
６
月
21
日
㈪
～
８
月
２
日

㈪
（
当
日
消
印
有
効
）
に
簡
易
書

留
で
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
消
費
生

活
相
談
員
資
格
試
験
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
へ

☎
０
４
７
６-

３
３-

７
１
５
８

申
込
み　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

へ　
☎
�
４
５
１
４

有

料

広

告

６月浜田市議会定例会議日程（予定）

　会議期間　６月18日㈮～７月５日㈪（18日間）

　６月18日㈮　本会議　開会　提案説明
　　　　　　　（全員協議会）
　　　21日㈪　本会議　個人一般質問
　　　22日㈫　本会議　個人一般質問
　　　23日㈬　本会議　個人一般質問
　　　24日㈭　本会議　個人一般質問
　　　25日㈮　本会議　議案質疑
　　　28日㈪　総務文教委員会
　　　29日㈫　福祉環境委員会
　　　30日㈬　産業建設委員会
　７月１日㈭　予算決算委員会
　　　５日㈪　本会議　委員長報告、採決、散会
	 　　　 （全員協議会）　議会運営委員会

　問合せ　議会事務局　☎�９８００

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す

交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
令
和
３

年
度
の
奨
学
生
募
集
と
令
和
４
年
度

の
奨
学
生
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象　
保
護
者
な
ど
が
自
動
車
や
バ

イ
ク
の
事
故
な
ど
、
道
路
で
の
交

通
事
故
で
死
亡
又
は
、
重
い
後
遺

障
が
い
で
働
け
な
い
た
め
、
経
済

的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・
学
生

（
申
込
時
25
歳
ま
で
の
人
）

国
民
健
康
保
険
「
脳
ド
ッ

ク
」
追
加
募
集
を
行
い
ま
す

　
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
脳
ド
ッ
ク

を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
浜
田
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

12
月
１
日
現
在
74
歳
ま
で
（
昭
和

21
年
12
月
２
日
生
以
降
）
の
人

⑵
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

⑶
令
和
３
年
度
浜
田
市
国
民
健
康
保

険
脳
ド
ッ
ク
、
人
間
ド
ッ
ク
、
及

び
浜
田
市
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑷
令
和
３
年
度
浜
田
市
国
民
健
康
保

険
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

受
診
医
療
機
関	

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
12
月
１
日
㈬
～
令
和
4

年
１
月
28
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
）

※　
受
診
日
は
、
市
が
指
定
し
ま
す
。

検
査
内
容　
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血

管
撮
影
な
ど

定
員　
48
人

自
己
負
担
金　
１
０
０
０
０
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
（
63
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住
所

②
氏
名
③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
連

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥受診不可日
（ない場合は「なし」と記入）

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市保険年金課

「脳ドック追加募集」係

はがき記入例※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
役

所
保
険
年
金
課　
「
脳
ド
ッ
ク
追

加
募
集
」
係

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
、
6
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。

※　
平
成
30
・
令
和
元
・
２
年
度
と

も
応
募
し
抽
選
の
結
果
落
選
に

な
っ
た
人
や
、平
成
30・令
和
元・

絡
先
電
話
番
号
⑥
受
診
期
間
の
う

ち
、
受
診
不
可
な
日
（
な
い
場
合

は
「
な
し
」）
を
必
ず
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

2
年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
期
限　
６
月
11
日
㈮
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
M
R
I
及
び
頭
部
M
R
A

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
ご
相
談
の
う
え
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
健
診
当
日
に
特
定
保
健
指
導
の
対

象
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
保
健
指

導
の
面
接
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係　
　

　
☎
�
９
４
１
０

奨
学
生
の
種
類　
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
奨
学
生
、
大
学
・
短
期

大
学
奨
学
生
、
大
学
院
奨
学
生
、

専
修
学
校
奨
学
生

※　
他
の
奨
学
金
制
度
と
併
せ
て
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

同
一
世
帯
・
同
一
学
校
か
ら
何
人

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
本
会
の

休
業
日
を
除
く
）

応
募
・
問
合
せ

・
交
通
遺
児
育
英
会

　
☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
０
７
７
３

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
５
２
１
２
８
６
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議
場
で
話
そ
う

「
は
ま
だ
市
民
一
日
議
会
」

日
時　
７
月
11
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
浜
田
市
役
所
５
階
議
場

定
員　
10
人

料
金　
無
料

申
込
み　
６
月
９
日
㈬
ま
で
に
申
込

書
を
議
会
事
務
局
へ

☎
�
９
８
０
０

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時　
７
月
５
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
12
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
６
月
11
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ

☎
�
９
５
２
０

石
見
自
然
学
校
２
０
２
１

対
象　
小
学
４
～
６
年
生

日
時・

７
月
26
日
㈪
～
27
日
㈫

・
８
月
２
日
㈪
～
３
日
㈫

場
所　
石
見
海
浜
公
園
キ
ャ
ン
プ
村

及
び
姉
が
浜
海
浜
地

定
員　
各
回
10
人

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
８
月
29
日
㈰ 

午
前
８
時
受
付

場
所　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定
員　
30
チ
ー
ム
（
登
録
は
１
チ
ー

ム
６
人
以
内
、
男
性
の
同
時
プ

レ
ー
は
２
人
ま
で
）

料
金　
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

申
込
み　
７
月
31
日
㈯
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

グ
ラ
ン
ト
ワ
シ
ア
タ
ー

「
82
年
生
ま
れ
、キ
ム・ジ
ヨ
ン
」

日
時　
６
月
12
日
㈯

①
午
前
10
時
～　
②
午
後
２
時
～

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定（
会
員
料
金
あ
り
）

前
売
一
般　
　
　
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

３
歳
未
満　
　
　
　
　
　
無
料

※　
一
般
は
当
日
２
０
０
円
増

※　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
６

月
５
日
㈯
ま
で
に
要
申
込
み
。

ロ
バ
の
音
楽
座

「
わ
い
て
く
る
く
る
お
ん
が
っ
か
い
」

日
時　
６
月
20
日
㈰　
午
後
２
時
～

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

内
容　
古
楽
器
や
空
想
楽
器
を
用
い

　
た
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
の
舞
台

料
金　
当
日
座
席
指
定

（
会
員
料
金
あ
り
）

前
売
一
般　
　
　

２
５
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
１
５
０
０
円

※　
当
日
各
５
０
０
円
増

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ク
ラ
ゲ
の
て
る
て
る
ぼ
う
ず
を
作

ろ
う
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
６
月
14
日
㈪　
午
前
10
時
～

料
金　
１
個
50
円

※　
限
定
20
個

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

「
し
ゃ
て
き
で
エ
サ
や
り
水
ぞ
く
か

ん
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
６
月
28
日
㈪　
午
前
10
時
～

定
員　
10
人
（
先
着
）

企
画
展　
「
杉
浦
非
水

時
代
を
ひ
ら
く
デ
ザ
イ
ン
」

日
時　
７
月
３
日
㈯
～
８
月
30
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

場
所　
石
見
美
術
館

料
金　
（
当
日
券
）

一
般　
　
１
０
０
０
円

大
学
生　
　
６
０
０
円

小
中
高
生　
３
０
０
円

※　
前
売
割
引
あ
り

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

６
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　
６
日
㈰　
倭
川
戸
神
楽
社
中

　
13
日
㈰　
波
子
社
中

　
20
日
㈰　
後
野
神
楽
社
中

　
27
日
㈰　
細
谷
社
中

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

☎
�
３
３
８
８

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

藤
間
流
藤
惠
会
20
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

日
時　
６
月
27
日
㈰

午
後
０
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
１
０
０
０
円

問
合
せ　
藤
惠
会 

藤
間
晃
正
惠
さ
ん

☎
�
３
３
９
９

ほ
た
る
鑑
賞「
感
動
の
乱
舞
」

見
頃　
６
月
中
旬
～
下
旬

場
所　
市
木
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

付
近
よ
り
上
流
３
０
０
ｍ
の
区
間

（
看
板
が
目
印
）

問
合
せ　

市
木
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー　
☎
�
０
０
７
７

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
20‌

ｔｈ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時　
６
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
生
湯
海
岸
先
端

清
掃
場
所　
生
湯
海
岸

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０

人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

料
金　

１
人
あ
た
り
３
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

申
込
み　
６
月
30
日
㈬
ま
で
に
石
見

海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
２
２
３
１

教
室・講
座

放
送
大
学　
10
月
生

出
願
期
間

第
１
回 

６
月
10
日
㈭
～
８
月
31
日
㈫

第
２
回 

９
月
１
日
㈬
～
14
日
㈫

入
学
説
明
会・相
談
会（
浜
田
会
場
）

日
時・

７
月
25
日
㈰ 

午
前
10
時
～

・
８
月
20
日
㈮ 

午
前
９
時
～

場
所　
い
わ
み
ー
る

申
込
み　
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０

浜
田
養
護
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座

日
時　
６
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎

申
込
み　
浜
田
養
護
学
校
へ

☎
�
２
２
０
０

第
１
５
５
回

石
州
刀
剣
会
・
鑑
賞
会

日
時　
６
月
20
日
㈰

正
午
～
午
後
４
時

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

講
師　
中
野
宅
吉
さ
ん

料
金　
３
０
０
０
円

申
込
み　
中
野
宅
吉
さ
ん
へ

☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

第
２
１
７
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

黒
松
～
都
治
町
の
広
島
往
還

と
古
代
山
陰
道
を
探
る

日
時　
６
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

道
の
駅
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ

（
江
津
市
）
前
に
集
合
し
移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

お
出
か
け

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か

日
時　
６
月
20
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園

定
員　
40
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

会
津
屋
八
右
衛
門
口
説
き
の
練
習
会

日
時　
６
月
16
日
㈬
～
８
月
４
日
㈬

（
毎
週
水
曜
日
）
午
後
７
時
～
９
時

場
所　
県
立
体
育
館

料
金　
１
５
０
０
円
（
年
会
費
）

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
会

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　
中
学
生
以
上

日
時　
６
月
12
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
６
月
７
日
㈪
ま
で
に
お
は

な
し
タ
ン
ポ
ポ　
荒
木
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

２
２
９
３-

９
７
５
４

日
時　
６
月
６
日
㈰　
午
前
８
時
30

分
～（
梅
の
実
が
無
く
な
る
ま
で
）

場
所　
三
隅
公
園
（
梅
林
）

料
金　
１
袋
５
０
０
円

問
合
せ　
三
隅
支
所
産
業
建
設
課

☎
�
２
８
０
３

三
隅
公
園（
梅
林
）の
梅
狩
り

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日　
７
月
15
日
㈭

（
合
格
発
表　
７
月
28
日
㈬
）

定
員　
15
人

受
講
料　
２
１
０
０
０
円
程
度
（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
）

訓
練
期
間

８
月
４
日
㈬
～
12
月
３
日
㈮

訓
練
場
所

㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

介
護
・
子
育
て
支
援
員
養
成
コ
ー
ス

入
校
検
定
日　
７
月
13
日
㈫

（
合
格
発
表　
７
月
19
日
㈪
）

定
員　
12
人

受
講
料　
１
７
０
０
０
円
程
度
（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
）

訓
練
期
間

７
月
28
日
㈬
～
10
月
27
日
㈬

問
合
せ　
浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好

会　
岡
本
正
友
さ
ん

☎
�
１
４
３
０

浜
田
お
と
こ
の
料
理
教
室

日
時　
７
月
28
日
㈬
～
令
和
4
年
３

月
23
日
㈬
（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金　
１
２
０
０
０
円
（
年
会
費
）

問
合
せ　
半
場
篤
三
さ
ん

　
☎
０
９
０-

４
５
３
０-

３
７
０
８

訓
練
場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

共
通

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

選
抜
方
法　
面
接
及
び
筆
記
試
験

申
込
み　
７
月
２
日
㈮
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

石
州
和
紙
会
館　
廊
下
の
企
画
展

ア
ー
ト
フ
レ
ー
ム

　
　
　
　
和
紙
と
光
と
植
物

日
時　
６
月
30
日
㈬ 

午
後
３
時
ま
で

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
�
４
１
７
０

浜
田
城
資
料
館　
企
画
展

発
掘
か
ら
み
た
浜
田
城
の
姿

日
時　
８
月
29
日
㈰ 
午
後
5
時
ま
で

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日
）

場
所　
浜
田
城
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
城
資
料
館

☎
�
７
１
５
１

梅狩りの風景

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告
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vol.212
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

新
入
学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

令
和
３
年
度　
国
際
関
係
学
部
・

地
域
政
策
学
部
・
大
学
院
入
学
式

新
学
部
銘
板
の

　
　
　
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た

　
４
月
３
日
㈯
、
国
際
関
係
学
部
91

人
、
地
域
政
策
学
部
１
４
３
人
、
大

学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科
３
人

が
本
学
の
新
た
な
仲
間
に
な
り
ま
し

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
の
た
め
新
入
生
と
教
職
員
の
み

の
出
席
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
気
が

良
く
春
の
陽
気
に
包
ま
れ
、
新
学
部

最
初
の
入
学
生
を
晴
れ
や
か
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
、
国
際
関
係

学
部
の
中
村
想
さ
ん
（
玉
島
高
等
学

校
出
身
）
が
宣
誓
を
行
い
、「
世
界

で
人
々
が
共
存
し
て
い
く
た
め
に
は
、

語
学
力
は
も
ち
ろ
ん
様
々
な
角
度
か

ら
物
事
を
見
て
総
合
的
に
判
断
で
き

る
思
考
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
大

学
生
活
で
は
、
専
門
的
な
知
識
や
幅

広
い
視
野
を
身
に
着
け
、
様
々
な
人

や
異
文
化
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
語

学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
磨
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

新入生代表　宣誓 入学式の様子

　
国
際
関
係
学
部
・
国
際
関
係
学
科

　
国
際
関
係
コ
ー
ス　
　
中
村　
想

　
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
で
様
々
な
我

慢
が
強
い
ら
れ
る
中
、
無
事
に
入
学

で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
新
設
の
学
部
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
世
界

共
通
の
課
題
に
目
を
向
け
る
良
い
機

会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

大
学
生
活
で
は
、
専
門
的
な
知
識
や

幅
広
い
視
野
を
身
に
着
け
、
様
々
な

人
や
異
文
化
と
の
交
流
を
通
じ
て
語

学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
磨
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
社
会
と
国
際
社
会
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
に
貢
献
で
き
る

人
材
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
浜
田
市
と
い

う
新
た
な
地
で
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
た

い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
世
話
に

な
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
国
際
関
係
学

部
」
と
「
地
域
政
策
学
部
」
の
開
設

（
令
和
３
年
４
月
）
に
向
け
て
、
新

学
部
の
銘
板
を
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
本

部
棟
、
講
義
研
究
棟
の
２
カ
所
に
設

置
し
、
３
月
23
日
㈫
に
除
幕
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
４
月
の
新
学
部
開

設
後
に
、
新
入
生
や
学
外
の
関
係
の

皆
さ
ん
を
交
え
て
執
り
行
う
と
こ
ろ

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
清
原
学
長
を

始
め
と
す
る
、
学
内
関
係
者
の
み
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
学
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
除
幕

後
、
犬
塚
国
際
関
係
学
部
長
、
林
地

域
政
策
学
部
長
の
両
名
が
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。
島
根
県
立
大
学
は
、
新

た
な
銘
板
と
と
も
に
新
入
生
の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

問
合
せ

　
企
画
調
整
室　
☎
�
２
２
０
１ 除幕式の様子

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

　
石
見
の
チ
カ
ラ
展

　
石
見
地
方
出
身
の
芸
術
家
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
「
石
見
の
チ
カ
ラ
展
」
を
６
月
５
日

㈯
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
絵
画
を
は
じ
め
、
絵
本
原
画

や
彫
刻
、
写
真
な
ど
、
様
々
な
芸
術
分
野
の

チ
カ
ラ
溢
れ
る
作
品
を
一
堂
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
会
期
中
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

出
品
作
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

し
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

会
期　
６
月
５
日
㈯
～
７
月
11
日
㈰

助
成　
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団

料
金　
一
般　
　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　
１
０
０
円

※　
来
館
の
際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

場
合
の
入
館
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ス
ク
ラ
ッ
チ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
》

　

削
っ
て
絵
を
描
く
ス
ク
ラ
ッ
チ
ア
ー
ト
で

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う
！

◎
６
月
20
日
㈰

指
導　
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
R
Ｉ
ｍ
さ
ん

参
加
費　
３
０
０
円

《
妖
怪
を
描
こ
う
》

　
水
木
し
げ
る
さ
ん
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
さ
れ

て
い
た
佐
々
岡
さ
ん
と
妖
怪
を
描
こ
う
。

◎
６
月
27
日
㈰

指
導　
佐
々
岡
健
次
さ
ん

参
加
費　
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員　
各
日
先
着
20
人

時
間　
午
後
１
時
～
３
時
30
分
、
１
階
創
作
室

で
受
付
。

《
ブ
ン
ブ
ン
ゴ
マ
》

◎
６
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
す
す
め
！ 

水
玉
く
ん
》

◎
６
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
け
ん
玉
》

◎
６
月
19
日
㈯

参
加
費　
１
０
０
円

《
ス
チ
レ
ン
ボ
ー
ド
版
画
》

◎
６
月
26
日
㈯

参
加
費　
１
０
０
円

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状

況
に
よ
っ
て
は
、
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

６月の休館日
月曜日　７日・14日・21日・28日
展示替　１日㈫～４日㈮

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
・
企
画
展
示
室
】

描
か
れ
た
肌
―
石
本
正　
美
の
視
点
―

期
間　
６
月
27
日
㈰
ま
で

　
女
性
美
を
追
求
し
た
日
本
画
家
・
石
本
正

（
三
隅
町
出
身
）
は
、
特
に
肌
の
美
し
さ
を

表
現
す
る
こ
と
に
深
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
絵
の
中
に
見
え
る

「
肌
」
に
着
目
し
、
石
本
が
作
品
に
込
め
た

思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

石本正
「天王の牡丹 門」

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜

日
に
家
族
で
来
館
し
た
入
場
者
の
う
ち
、

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

●
稲
倉
寛　
懐
か
し
の
Ｓ
Ｌ
写
真
展

期
間　
６
月
６
日
㈰
ま
で
（
観
覧
無
料
）

鹿
足
郡
在
住
の
稲
倉
寛
さ
ん
が
昭
和
45
年
頃

～
50
年
に
撮
影
さ
れ
た
S
L
の
写
真
展
を
開
催

し
ま
す
。
山
陰
本
線
で
の
ラ
ス
ト
ラ
ン
を
お
さ

め
た
貴
重
な
写
真
を
含
む
約
40
点
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

●
令
和
２
年
度 

石
正
美
術
館
絵
画
教
室
作
品
展

期
間　
６
月
12
日
㈯
～
27
日
㈰
（
観
覧
無
料
）

　
当
館
で
昨
年
度
開
講
し
た
「
初
め
て
の
日
本

画
」「
洋
画
教
室
」
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
展

で
す
。

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ヒ
ー
出
張
販
売
＆
ウ
ク
レ
レ
演
奏

日
時　
６
月
26
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
美
術
館
前
庭

出
店　
癒
し
の
風　
音
届
け
カ
フ
ェ

　
「
S
o
w　
L
i
b
e
r
t
y
」

※　
6
月
28
日
㈪
～
7
月
5
日
㈪
は
展
示
替
え

の
た
め
休
館

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.294

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

29 広報はまだ：令和３年６月号 28広報はまだ：令和３年６月号



多
目
的
ホ
ー
ル
の
ご
利
用
案
内

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
https://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 –1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45–1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 –2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32 –2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

6 令
和

３
年

N
o.242

広
報 　

浜
田
市
立
図
書
館
で
は
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
3

年
ご
と
に
更
新
の
手
続
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
更
新
時
期
を
一
定
期
間

過
ぎ
た
場
合
に
は
、
貸
出
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
窓
口
で
更
新
手
続
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
手
続
に
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、

学
生
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

���������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������

図書館情報
開館時間 ６月の休館日

中央 ☎�0480  9：00～19：00 14日㈪・28日㈪
金城 ☎�1823

 9：00～17：00 7日㈪・14日㈪
21日㈪・28日㈪

30日㈬

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,375 １８，３８９ ２０，１５１ ３８，５４０
金 城 １，８８６ １，９２６ ２，１１１ ４，０３７

旭 １，３４１ １，３３４ １，３０４ ２，６３８
弥 栄 ６５６ ５６４ ６２３ １，１８７
三 隅 ２，８２７ ２，７８０ ２，９５７ ５，７３７
合 計 ２６，０８５ ２４，９９３ ２７，１４６ ５２，１３９

（単位：人）
人　口（４月末現在）

利
用
者
カ
ー
ド
の

更
新
に
つ
い
て

　
中
央
図
書
館
の
２
階
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
放
送
設
備
な
ど
を
備

え
た
会
議
や
研
修
な
ど
で
使
用
で
き

る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
申
込
み
は
、
中
央
図
書
館
の

窓
口
で
使
用
日
の
月
の
２
か
月
前
の

初
日
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。
６
月

は
、
８
月
中
の
使
用
日
ま
で
受
付
で

き
ま
す
）
空
き
状
況
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
電
話
で

確
認
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
中
央
図

書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施 設 名 定 員 使 用 料
多目的ホール 80人

１時間
810円

多目的第１ 60人 610円
多目的第２ 20人 400円

※　利用できる時間は、午前９時～午後９時
　（土日祝日は午後７時まで）です。

中央図書館休館日は利用できません。
※　使用時間は、準備・片付けの時間も含みます。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレン
ダー裏面のくらしのサービスガイドをご覧く
ださい。

貸出ベスト10（令和３年３月期）
順位 タイトル 著者
１ 心淋し川 西條　奈加
２ ブラック・ショーマンと

名もなき町の殺人 東野　圭吾
３ 推し、 燃ゆ 宇佐見　りん
４ クスノキの番人 東野　圭吾
５ ヴィクトリアン・ホテル 下村　敦史
６ 大義 今野　敏
７ 幕間のモノローグ 長岡　弘樹
８ オムニバス 誉田　哲也
９ そして、バトンは渡された 瀬尾　まいこ
１０ とわの庭 小川　糸

　最近耳にする機会が増えた「SDGｓ（持続可能
な開発目標）」。本書ではSDGｓがなぜ必要なのか、
SDGｓとは何か、私たちにできることは何か、な
どが児童向けにわかりやすく説明されています。
　SDGｓには17の大きな目標がありますが、それ
だけ見ると漠然としていてどう取り組んでいけばよ
いのか悩んでしまいます。例えばエコバッグの利用
や節電、節水なども省資源につながり、SDGｓに
貢献できる取組のようです。小さなことでも、未来
のために今できることが何かあるかもしれません。

秋山　宏次郎／監修、バウンド／著
カンゼン　（333　コド）

司書がすすめるこの一冊

「こどもSDGs」

　

映
像
配
信
で
開
催
さ
れ
た

「
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り
」
に

先
立
ち
、
４
月
25
日
㈰
、
ふ
れ

あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
パ
レ
ー
ド
の
一
環
で

あ
る
大
名
行
列
の
撮
影
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
浜
田
青
年
会
議

所
や
浜
田
商
工
会
議
所
青
年
部

な
ど
の
メ
ン
バ
ー
30
人
が
、
勇

壮
な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

今月の表紙
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